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水道サポーター交流会の実施状況 （R３～６）
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水
質
管
理

（
Ｒ
４
）

開催方法/会場 回

オンライン 第１回

対面
（水道歴史館）

第２回

第３回
第４回

（追加開催）

サポーター登録者数 累計762名
・３年度 51名（オンライン開催4回）
・４年度 202名（オンライン開催10回、対面開催4回）
・５年度 263名（オンライン開催6回、対面開催8回）
・６年度 246名（オンライン開催3回、対面開催14回

水
道
水
源
林

（
Ｒ
５
）

開催方法/会場 回
対面

（水道歴史館） 第１回

オンライン 第２回
対面

（東京国際フォーラム） 第３回

震

災

対

策

開催年度 開催方式 開催地域

R3
4区市

オンライン 新宿区・⽬⿊区

⼋王⼦市・⻄東京市

R4
10区市

オンライン 杉並区・大田区・葛飾区・江東区・北区

⽴川市・多摩市・⻘梅市・調布市

対面 清瀬市

R5
11区市町

オンライン 墨田区・足⽴区

三鷹市・東久留米市・福生市

対面 渋谷区・品川区

日野市・国分寺市・瑞穂町・稲城市

R6
14区市町

オンライン 文京区

国⽴市

対面 中野区・練⾺区・港区・台東区・江⼾川区・
世田谷区
府中市・奥多摩町・あきる野市・東大和市・
武蔵村山市・町田市

環
境
施
策

（
Ｒ
６
）

開催方法/会場 回
対面

（⼋王⼦市学園都市センター） 第１回

対面
（ベルサール⼋重洲） 第２回

オンライン 第３回



令和７年度水道サポーター制度(交流会)の取組概要
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震 災 対 策 ・施設整備（配水管の耐震継手化等）と応急対策（災害時給水ステーション等）の説明
・応急給水と給水袋運搬の体験 ※対面開催のみ

開催月日 開催地域（10区市町） 開催形式
令和７年５⽉27日（火） 豊島区

対面
令和７年６⽉１日（日） 荒川区
令和７年６⽉14日（土） 千代田区
令和７年６⽉28日（土） ⼩⾦井市
令和７年８⽉２日（土） 中央区 オンライン
令和７年９⽉５日（⾦） 板橋区

対面
令和７年９⽉20日（土） 狛江市
令和７年11⽉22日（土） ⼩平市
令和７年11⽉（調整中） 東村山市
令和７年11⽉（調整中） 日の出町

お客さまサービス ・広報 広聴
開催月日 開催地域（3回） 開催形式
令和７年９⽉３日（水） 区部（中央区）

対面
令和７年９⽉７日（日） 多摩地域（八王子市）
令和７年９⽉７日（日） （オンライン） オンライン

お客さまに直接、水道事業の説明や情報提供を⾏い、当局とお客さまが意⾒交換する双⽅向コミュニケーションを
⾏うことで、お客さまの水道事業への理解促進を図るとともに、把握したお客さまのニーズを事業運営に反映する



令和６年度水道サポーター交流会「震災対策」
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▲持ち比べコーナー

▲意見交換（語らいタイム）

▲運搬体験の様子

◆令和６年度 「震災対策」をテーマとする交流会の内容（区市町ごとに募集・開催）
対面開催を12回（12区市町）、オンライン開催を２回（２区市）実施

▲対面開催の様子

オリジナルグッズ

テーマ「震災対策」交流会及び
テーマ「環境施策」交流会の参加者に、
オリジナルグッズ等の記念品をプレゼン
ト

また、交流会後に参加者へ送付する
アンケートに答えていただいた方には
謝礼（QUOカード）を進呈

▲給水体験の様子



令和６年度水道サポーター交流会「環境施策」
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▲交流を促進するため実施したクイズ

▲漏水対策の映像

▲オンライン開催の様子

▲対面開催の様子

◆令和６年度 「環境施策」をテーマとする交流会の内容（全都を対象に募集・開催）
オンライン開催を１回、対面開催を２回（八王子市学園都市センター及びベルサール八重洲）実施



令和６年度東京の水道に関するお客さま意識調査の結果（抜粋）
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（２）主な設問内容

項目 内容

実施時期 令和６年10月１日から10月18日

対象者 都営水道区域内の水道使用者（無作為抽出）

回収方法 調査票を郵送し、郵送又はＷｅｂで回収

配布件数 11,000件

回答数 4,763件（回答率43％）

（１）調査の概要

・水道の使用状況及び水質について

・危機管理対策等について

・環境対策等について

・水道水源林ポータルサイトみずふるについて

・水道料金について

・広報等について

（3）調査結果（抜粋）
⽔道⽔の安全性の満⾜度（満⾜・やや満⾜の回答の割合）

東京都⽔道局アプリの利⽤率

利用率は令和４年度から３倍近く増加しているが、もっとアプリ
を使うメリットがあれば幅広い年代が利用するのではとの意見も
あるため、今後も「便利さや利用するメリット」を一層訴求

ｎ = 4,763

詳細な結果（報告書）は、今後、ホームページ等を通じて情報共有
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○ 過去のアンケート結果と比較すると、⽔道⽔の安全性に対する満⾜度は令和４年
をピークに減少傾向にある。

〇 令和５年度と比較して、評価が著しく低い⾃治体は⾒られない。
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水道の基盤を強化するための基本的な方針（抜粋）
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第6 そのほか水道基盤の強化に関する重要事項
３ 水道事業などに関する理解向上

水道の持続性を確保するための水道の基盤の強化の取組を進めるに当たっては、
需要者である住⺠等に対して、水道施設の維持管理及び計画的な更新等に必要な
財源を原則水道料金により確保していくことが必要であることを含め、水道事業
等の収支の見通しや水質の現状等の水道サービスに関する情報を広報・周知し、
その理解を得ることが重要である。

このため、水道事は、需要者である住⺠等がこうした水道事業等に関す
る情報を適時適切に得ることができるよう、そのニーズにあった積極的な情報発
信を⾏うとともに、需要者である住⺠等の意見を聴きつつ、事業に反映させる体
制を構築し、水道は地域における共有財産であるという意識を醸成することが重
要である。

また、国及び都道府県においても、水道事業等の現状と将来見通しに関する情
報発信等を通じて、国⺠の水道事業等に対する理解を増進するとともに、国⺠の
意見の把握に努めることが重要である。

厚生労働省（令和元年９月30日）
『水道の基盤を強化するための基本的な方針』



財務局 都財政の見える化ボード

8東京都財務局 https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/zaisei/zaisei/dashboard/

https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/zaisei/zaisei/dashboard/


デジタル庁 水道事業等の経営状況に関するダッシュボード
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デジタル庁 https://www.digital.go.jp/resources/govdashboard/watersupply

https://www.digital.go.jp/resources/govdashboard/watersupply


性能発注方式による包括委託
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○ 性能発注方式による包括委託とは

・安定給水に必要なサービス水準を提示し、その水準を確保することを条件

として実施方法等における創意工夫を促すとともに、複数の業務を一括して

効率的に委託する契約方式

・団体に業務遂行の責任を持たせるとともに創意工夫を促し、お客様サービス

の向上及び業務の一層の効率化を図るため導入

・業務実施状況を確認するためのモニタリングや、創意工夫を醸成するための

インセンティブ、サービス水準の遵守を促すためのペナルティ等の仕組みを導入

水道局

局モニタリング
業務実施状況を確認

インセンティブ

ペナルティ

東京水道（株）

業
務
実
施

セルフモニタリング
業務実施状況を
団体が確認

効果検証
外部有識者の意見を踏まえ、性能発注方式による包括委託の効果検証



東京水道グループ人材育成方針概要版（令和３年３月）
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東京水道グループ人材育成方針概要版（令和３年３月）
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新たな「東京水道グループ人材育成方針」の人材像（案）

東京水道
グループが
求める人材像

〇水道事業の担い手として、強い使命感と倫理観の下、お客さまの信頼に応えられるよう、
志を持って全力で取り組む人材

〇困難に正対し、前向きに取り組むとともに、前例に捕らわれず、果敢にチャレンジし続ける
人材

〇自らの経験や知識から新たな技術や手法を生み出し、環境の変化に柔軟に適応する人材

〇多様性を尊重し、あらゆる主体と連携できる協調性を備えた人材

水道局が
求める人材像

〇課題やニーズを的確に捉え、柔軟な発想で革新的なアプローチを提案するとともに実行に

移せる人材

〇多角的な視点で事業を展望し、先手を打てる想像力を備えた人材

〇コアとなる知識や技術を持ち、自らその専門性を高めるとともに幅を広げ、様々な分野で
活躍できる人材

〇新技術に対する情報感度を高めるとともに、デジタルの力を水道事業に結び付け、変革に
挑戦する人材

東京水道
株式会社が
求める人材像

〇現場のプロフェッショナルとして、質の高いお客さまサービスの提供と安定給水にかかせ

ない技術を着実に継承できる人材

〇新たな業務に対しても柔軟な姿勢で対応し、自ら判断・行動できる人材

〇創意工夫のもと主体的な改善提案・実行を進めていく人材 13


